
平成２７年度鎌ケ谷市献血推進協議会 会議録 

 

開催日時：平成２８年３月１８日（金） １３：３０～１４：３０ 

開催場所：総合福祉保健センター４階会議室 

出席者 

 委員 

  堀江直茂委員、大石孝委員、藤田次男委員、皆川洋子委員、服部裕介委員、 

豊田朋二委員 

 千葉県赤十字血液センター 

  伊佐野献血推進課長、松戸推進一係長 

 事務局 

  菅井健康増進課長、西山主幹、本間副主幹、鎌田主査 

欠席者 

 武藤智恵子委員、田中真澄委員、渋谷将重委員、三浦弘委員 

傍聴者 なし 

  

議題１ 平成２７年度献血事業実績について 

※千葉県献血状況について 

議題２ 平成２８年度献血事業実施計画について 

※平成２８年度新規計画について 

議題３ その他 

 

（事務局） 

委嘱後初の会議のため、会長・副会長の選出を行います。慣例で会長には保健

医療関係団体の代表、副会長には関係行政機関の代表の方にお引き受けいただ

いておりますが、いかがいたしましょうか。 

 

（一同） 

異議なし 

 

（事務局） 

それでは、本会の会長に堀江委員、副会長には本日欠席となっておりますが事

前にご了承をいただいております、習志野健康福祉センター所長武藤委員と決

定させていただきます。 

 

（事務局） 



それでは、さっそく議事に入っていただきますが、本会の議長は、鎌ケ谷市

献血推進協議会設置要綱第５条によりまして、会長が務めることとなっており

ますので、会長に議事進行をお願いいたします。 

 

（堀江会長) 

早速、お手元の会議次第に基づき、議事進行させていただきます。 

「会議録署名人の選任について」ですが、事務局説明願います。 

 

（事務局） 

会議録署名人は、後日、事務局で本日の記録を作成いたしますので、その確

認をお願いするものです。 

慣例ですと、名簿順としており、今回はご出席者の中で、大石委員と藤田委

員にお願いしたいと存じます。 

 

（堀江会長） 

皆さんいかがですか。 

 

（一同） 

異議なし 

 

（堀江会長） 

それでは、大石委員と藤田委員にお願いします。 

また、会議録については概要記載か、一言一句記載か、また、発言者名の記

載はいかがいたしますか。参考として事務局から説明してください。 

 

（事務局） 

これまでの会議録は概要を記載し、発言者名を記載しておりました。 

 

（堀江会長） 

皆さん今までどおりでよろしいですか。 

 

（一同） 

異議なし 

 

（堀江会長） 

では、そのように事務局で会議録の作成をお願いします。 

それでは、議事に入りますが、この会議の公開について、事務局より説明し



てください。 

 

（事務局） 

「鎌ケ谷市における審議会等の会議の公開に関する指針」に基づき、法令ま

たは条例の規定により会議が非公開とされる場合を除きまして、原則公開とな

っておりますので、当会議におきましても、原則公開とさせていただければと

思います。 

 

（堀江会長） 

皆さん、よろしいですか。 

 

（一同） 

異議なし 

 

（堀江会長） 

事務局、本日は傍聴の希望はありますか。 

 

（事務局） 

傍聴希望者はおりません。 

 

（堀江会長） 

それでは、早速、お手元の会議次第に基づき、議事進行させていただきます。 

議題１．平成２７年度献血事業実績について、事務局から説明をお願いしま 

す。 

 

（事務局） 

資料編１ページ目の１．平成２７年度献血事業実績をご覧ください。 

鎌ケ谷市主催事業実施状況については（１）のとおりです。 

次に、事業所等主催事業実施状況については、２ページ目の（２）のとおり

です。 

（１）と（２）の合計については、３ページ目の（３）献血区分別実施状況

のとおり、２００ミリリットル献血については、実績人数７５人、４００ミリ

リットル献血については、実績４９６人、合計５７１人でした。 

なお、平成２５年度、２６年度も載っておりますが、２７年度分につきまし

ては、２月末現在の実績となります。 

また、同様に同じ保健所管内の習志野市、八千代市もありますが、こちらも

２月末現在となっております。 



参考資料として、別紙になりますが、県内各市町村の２月末現在の献血状況

をつけさせていただきました。 

今年度の献血の実施状況としましては、市庁舎の免震工事があり、正面に献

血バスを配置する場所がなくなったため、総合福祉保健センターの１階ロビー

で受付をして、ロータリー右側の駐車場に献血車を配置しました。 

保健センターでの実施となりましたので、本庁舎からは渡り廊下でかなりの

遠回りとなり、また人のとおりも少ないために、思ったように協力者を増やす

ことができませんでした。 

ただ、２００ミリリットル献血については、減少していますが、４００ミリ

リットル献血については、わずかに増加がみられます。 

状況の悪い中、協力団体の方々、関係機関の方のご尽力によるものだと思い

ます。ありがとうございました。 

それでは、千葉県献血状況について、千葉県赤十字血液センターからお願い

します。 

 

（血液センター） 

千葉県の献血状況について、ご説明をさせていただきます。 

まず、千葉県の献血状況をご覧いただきたいと思います。 

まだ今年度が終わっておりませんので、昨年度平成２６年度の献血受入状況

ですが、千葉県内献血者数は、延べ２３１，４１８人で、目標に対しては９３．

１パーセント、対前年度１１，９６０人の減という状況です。 

これは医療機関からの需要に応じた献血者の確保に応じた結果であり、輸血

を必要とする患者さんには滞りなく行き届いております。 

献血にご協力いただいた年齢別推移ですが、右の表にありますように１６歳

から１９歳は少し右肩下がり、また２０歳から２９歳につきましても同じよう

に右肩下がりになっております。これは若い世代の献血協力者が減ってきてい

るということを示しております。ただ、この反面、４０歳から４９歳、５０歳

から６９歳はグラフの上のほうにありますとおり、こちらの年代の方が主力と

なっております。今後の課題としましては、４０歳未満の若い方たちの協力が

今後の献血では必要となってくると思います。 

次に、千葉県内の平成２７年度の計画ですが、目標は２３３，８４９人です。

こちらは医療機関の供給の予測と国から県に割り当てられた血液製剤の数から

算出されたものから設定されたものです。先日、県の献血推進協議会から割り

当てられました平成２８年度の全血は１６１，５６６人、成分献血は７０，５

１６人、あわせて２３２，０８２人の協力が必要となります。 

皆様のお力で一人でも多くの方にご協力いただき、必要とされる方に行き届

きますようお願いいたします。 



また、４００ミリリットルの血液ですが、表にありますように９５．６パー

セントが病院から指定して要請してきます。しかし、献血状況になりますと平

成２６年度千葉県では８５．３パーセント、全国平均でも９０パーセントほど

となっております。医療機関からの要請にはまだまだこたえきれていない状況

です。 ではなぜ、４００ミリリットルが望まれているのかというと、もう一

枚の資料にありますように同じ量を輸血した場合、２００ミリリットルを使用

すると、単純計算で２倍のリスクがあります。このリスクの中には、じんまし

ん、発熱、感染症や今現在で未知の病気などもありますので、少しでもそうい

ったリスクを抑えるために必要となっております。 

鎌ケ谷市での状況は、今年度も工事がまだ続くということですので、厳しい

状況だと思いますが、皆様のご協力をお願いしたいと思います。 

 

（堀江会長） 

どうもありがとうございました。 

１点、補足の説明をお願いしたいのですが年齢別の献血者推移はパーセンテ

ージではなく延べ人数ということでよろしいですか。 

ただいまの説明に対し、何かご質問がございましたらお願いいたします。 

 

（大石委員） 

資料にある合計７名で不適７名というのは献血できた方はいないという意味

ですか。 

 

（事務局） 

  不適というのは、受付後に比重などで献血に適さないため、結果的に献血で

きなかった方という意味です。 

 

（大石委員） 

  それでは、これは１４名受付をして、７名が献血をして、７名が献血できな

かったという意味ですね。 

 

（事務局） 

  その通りです。 

 

（堀江会長） 

  この不適の基準というものは、日本赤十字社で決められていますか。 

 

（血液センター） 



  はい。ヘモグロビンの数値、体調、薬を服用しているなどです。 

 

（堀江会長） 

  問診などで判断して、適合しない場合は採血しないということですね。 

 

（血液センター） 

そうです。医師の問診、血液検査の中で不適が判定されます。 

 

（藤田委員） 

工事の関係で、献血車がどこにあるのか、わからないような状態がありまし

た。 

 

（事務局） 

まだまだ、あと１年くらいは続く状況ですので、周知をかけたり、ご案内を

したり、手厚くしていかなければならないということで、今年度も行っており

ましたが、来年度はさらに配慮してまいりたいと思います。 

また、その方法についても工夫してまいりたいと思います。 

 

（堀江会長） 

その他何かありますでしょうか。 

なければ議題１.平成２７年度献血事業実績については承認といたします。 

次に、議題２.平成２８年度献血事業実施計画について事務局から説明をお願

いします。 

 

（事務局） 

資料編４ページ目の２．平成２８年度献血事業実施計画（案）をご覧くださ

い。 

鎌ケ谷市主催事業実施計画については、移動採血車の稼動を考慮し、（１）の

表のとおり計画を立てました。 

平成２８年度も耐震工事は続きますので、厳しい状況は変わりませんが、引

き続き、新規開拓についての検討もしながら、できうる限りの工夫をしてまい

りたいと思っておりますので、今後とも、関係の皆様方のご協力をお願いしま

す。 

また、平成２８年度のご協力につきましては、実施時間の調整が済み次第、

各協力団体様へは後日、確認の連絡をさせていただきたいと思います。 

なお、当初日程の変更が生じたおりには、お手数ですが各担当者の方に速や

かにご連絡をお願いします。 



 

（堀江会長） 

ただいまの説明に対し、ご質問等ありましたらお願いします。 

他にないようでしたら、議題２. 平成２８年度献血事業実施計画については

承認といたします。 

次に、議題３．その他に入りますが、委員の皆様、この際是非にということ

がありますでしょうか。あればお願いします。 

事務局、何かありますか。 

 

（事務局） 

現委員の任期が平成２９年７月２９日までとなっておりますが、期日前に委

員の交代等が生じた場合には、鎌ケ谷市健康増進課までご連絡くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

  

（堀江会長） 

ほかになければ、以上で本日の会議を終了いたします。 

皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、会議の経過を記録し、相違ないことを証し署名する。 

 

平成２８年５月１０日 

 

署名人  藤田 次男   

署名人  大石 孝    


